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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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令和6年10月17日

協同組合東濃地域木材流通センター

木材製品市場として国産の木材を流通させ、
木材利用を増やすことで、森林を守り、地球
温暖化の防止に貢献する。

住宅の温熱性能、木造住宅・非住宅の構造設
計、建築に関する法律等の講演会・セミナー
を開催し、当組合や専門家が持つ情報、知識
、技術を伝え、地域の大工・工務店が成長で
きる仕組みづくりを目指す。

仕事に誇りを持ち、成長を実感し、働きがい
のある職場づくりを目指す。

⑦エネルギーをみんなに
 そしてクリーンに,⑫つ
くる責任 つかう責任,⑬
気候変動に具体的な対策
を

年間の国産材取扱量   2023
年度　７，５１９平方メート
ル

年間の国産材取扱量

年間８，０００平方メートル（炭
素固定量　約2,400ｔ）

④質の高い教育をみんな
に,⑧働きがいも経済成
長も,⑰パートナーシッ
プで目標を達成しよう

③すべての人に健康と福
祉を,⑧働きがいも経済
成長も,⑰パートナーシ
ップで目標を達成しよう

2023年度講習会
開催回数2回
来場人数126名

有給休暇の取得率の向上　
R4年度　35％　→　R5年度　
38％

年間開催回数
年間来場人数

有給休暇の取得率

回数2回
来場人数150名

2030年までに有給休暇の取得率5
0％以上を目指す。

全ての社員がSDGｓに取り組むためのグループに所属。
進捗状況及び成果の共有の為、全社員参加の発表会を半年に一度開催。

事務所入り口に掲示している。


